
1 表題名（ふりがな） 美濃禅定道（みのぜんじょうどう）

2 資料名（ふりがな）
歴史の道　白山禅定道（はくさんぜんじょうど
う）の一部

3 作成者（所属） 小阪大（白山市文化財保護課）
4 内容分類 地域文化資料
5 内容細目 郷土・歴史資料
6 実施年度 令和元年（2019年）

7 地域・場所
岐阜県郡上市・高山・福井県大野市・石川県
白山市

8 検索語（ｷｰﾜｰﾄﾞ） 美濃禅定道（みのぜんぜんじょうどう）

9 内容

美濃禅定道は、美濃馬場の中宮である郡上
市長滝にある長滝白山神社、長滝寺から、石
徹白地区にある白山中居神社を経て、神鳩
峰、三ノ峰、別山を経て白山山頂（御前峰）に
至る信仰の道。総延長は約36㎞に及ぶ。近
世期には、石徹白の御師（おし）が、名古屋・
中京方面へでかけ、白山の登山への呼びこ
みを行った結果、「上り千人、下り千人」と呼
ばれるように登山文化を開花させた。長滝か
らは、前谷を通り阿弥陀ヶ瀧を通り檜峠へ出
る。阿弥陀ヶ瀧は、江戸時代の北斎の版画に
も描かれた風光明媚な名勝で、岐阜県指定
名勝でもある。石徹白の白山中居神社は、大
杉で囲われた社叢の中にある。宮の前には、
宮川があり、戦前までは丸太橋であり結界で
もあった。明治維新の廃仏希釈までは、川岸
の姥堂があり脱衣姥が祀れていた。この姥像
は、現在福井県大野市の寺院の所蔵で、大
野市立歴史民俗博物館で展示されている。ま
た、白山中居神社には、かつて白山を開山し
たとされる泰澄像と藤原秀衡から寄進された
と伝わる木造虚空菩薩坐像坐像（重要文化
財）は祀られていたが、明治の廃仏希釈で分
離され約１㎞南に大師堂が建立され祀られい
る。石徹白からは、険しい山道で石徹白の大
スギのある今清水社跡、神鳩社跡、全体が囲
いの水呑み権現社跡、別山室跡、別山神社、
天池六兵衛室跡、南龍ヶ馬場をへて白山山
頂（御前峰）にいたる。禅定道沿いの諸堂の
跡は保存状況がよい。室町時代、京聖護院
の僧道興が文明１６年に別山麓の美濃室（別
山平の室カ）に宿泊した記録がある。別山平

10 特色
歴史の道　白山禅定道（はくさんぜんじょうど
う）の一部として、平成８年に文化庁より歴史
の道100選に選定されている。

11 提示種類 静止画、JPEG

12 関連資料
白山山頂遺跡群調査報告書　平成22年白山
市教育委員会

13 利用分野 デジタルアーカイブ資料、歴史遺産資料
14 ファクトデータ
15 プロセス



16 結果
17 記録媒体 静止画、JPEG
18 権利者（連絡先） 白山市文化財保護課
19 協力者（連絡先） 山本義孝（袋井市）
20 許諾情報
21 利用注意
22 登録日 2019年12月23日


